
５
年
ぶ
り
の
東
京
開
催
で
し
た
。
第
�

部
の
講
演
会
で
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
「
Ｓ
Ｕ

Ｉ
Ｃ
Ａ
」
を
開
発
さ
れ
、
世
界
的
に
知
名

度
の
高
い
本
学
卒
業
生
の
椎
橋
章
夫
さ
ん

に
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
に
も
出

演
さ
れ
た
椎
橋
さ
ん
の
Ｓ

Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ａ
開
発
や
そ
の
後

の
爆
発
的
な
発
展
過
程
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
興
味
深

い
お
話
に
、
参
加
者
全
員

が
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

今
回
は
東
京
駅
構
内
に
隣
接
す
る
サ
ピ

ア
タ
ワ
ー
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

金
沢
な
ど
地
方
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、

女
性
の
Ｏ
Ｇ
や
現
役
学
生
の
姿
も
多
く
見

う
け
ら
れ
ま
し
た
。

一

日
時

平
成
２５
年
７
月
１３
日
�

�
総

会
�
１３
時
〜
１４
時（
受
付
開
始
１２
時
３０
分
）

�
講
演
会
�
１４
時
〜
１５
時

�
懇
親
会
�
１５
時
１５
分
〜
１７
時

二

住
所

埼
玉
大
学
大
久
保
キ
ャ
ン
パ
ス

住
所
�
さ
い
た
ま
市
桜
区
下
大
久
保
２
５
５

電
話
�
０
４
８
（
８
５
８
）
９
２
１
８

�
総

会
�
経
済
学
部
Ａ
棟
５
階

Ａ
５０４
講
義
室

�
懇
親
会
�
大
学
会
館
３
階

大
会
議
室

三

講
演
会

演
題
�
夢
心
志
�

Ｐ
Ｂ
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
脱
皮

講
師

斎
藤

洋
氏

Ｎ
Ｓ
フ
ァ
ー
フ
ァ
ジ

ャ
パ
ン
株
式
会
社
（
旧
ニ
ッ
サ
ン
石

鹸
）
前
会
長

昭
和
４０
年
３
月
文
理
学
部
経
済
学
科

卒
業
後
、
日
本
油
脂
に
入
社
。
そ
の

後
系
列
の
ニ
ッ
サ
ン
石
鹸
の
社
長
・

会
長
と
し
て
経
営
に
取
り
組
み
、
見

事
回
復
を
果
た
し
た
。（
ニ
ッ
サ
ン

石
鹸
は
近
年
Ｎ
Ｓ
フ
ァ
ー
フ
ァ
ジ
ャ

パ
ン
に
社
名
変
更
し
て
い
ま
す
。）

四

懇
親
会
会
費

５
、０
０
０
円

（
現
役
学
生
・
院
生
は
無
料
で
す
）

五

交
通
手
段

�
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
「
北
浦
和
駅
」
よ
り
、
埼

玉
大
学
行
き
バ
ス
乗
車
１５
分
程
度

�
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
「
南
与
野
駅
」
よ
り
、
埼
玉
大

学
行
き
バ
ス
乗
車
１０
分
程
度

�
Ｊ
Ｒ
埼
京
線
「
南
与
野
駅
」
よ
り
、
タ
ク
シ

ー
乗
車
で
は
料
金
は
１
、０
０
０
円
程
度

六

出

席

６
月
２８
日
�
ま
で
に
、同
封
の「
は

が
き
」
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

発行 埼玉大学経済学部同窓会 経和会会長 田坂 敏幸 ／ 編集 広報委員長 古屋 久昭
さいたま市桜区下大久保２５５番地 TEL 048－858－9218（印刷：望月印刷㈱）
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埼玉大学経済学部同窓会

平成２５年度

経経経
和和和
会会会
総総総
会会会
ののの

ごごご
案案案
内内内

経
和
会
総
会
が
埼
玉
大
学
大
学
院
の
あ
る

東
京
駅
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

（
平
成
２４
年
７
月
１４
日
）

熱心に聞き入る参加者

懇親会風景

講演する椎橋章夫氏

挨拶される薄井学部長（左）と
執行部の先生方

参加された女性の方々
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経
和
会
が
誕
生
し

て
今
年
で
３０
年
が
経

ち
、
文
理
学
部
、
経

済
学
部
の
卒
業
生
会

員
と
現
役
学
生
会
員

を
合
わ
せ
て
１
万
３

０
０
０
名
を
超
え
る
同
窓
会
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
も
役
員
を
務
め
ら
れ
た

先
輩
諸
氏
と
会
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
の

賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
経
和
会
報
も
今
回
で
１６
号
を
迎
え
ま
し

た
。
当
初
は
原
稿
が
集
ま
ら
ず
に
苦
労
し
ま
し

た
が
、
最
近
は
内
容
も
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
終
身
会
費
納
入
の
働
き
か
け
が
進
ま
な

い
厳
し
い
財
務
状
況
の
中
、
会
員
名
簿
を
第
４

号
ま
で
発
行
し
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
間
の
交
流
に

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
生
会
員
に
は
無
料
で

配
布
し
て
就
職
活
動
に
も
役
立
て
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
、

情
報
発
信
に
も
努
め
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
は
学
生
の
就
職
支
援
に
も
力
を
入

れ
、
３
年
生
向
け
就
活
セ
ミ
ナ
ー
や
保
護
者
を

対
象
に
し
た
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
全
学
で
行
わ
れ
て
い
る
就
職
相
談
に

も
３
名
の
卒
業
生
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
参

加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
経
和
会
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
に
、
今
後
、
次
の
よ
う
な
企
画
を
考
え
て
い

ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

実
現
に
向
け
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

１
�
５
学
部
同
窓
会
か
ら
な
る
埼
玉
大
学
同
窓

会
の
一
員
と
し
て
全
学
の
交
流
会
を
都
内
で

開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
学
が
行

う
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
隔
年
交
代
で
開

催
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
は
１１
月
２
日
に
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
卒
業
生

に
よ
る
講
演
会
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
埼

玉
大
学
同
窓
会
も
協
賛
し
ま
す
。
最
近
の
埼

玉
大
学
を
知
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
是

非
大
学
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

２
�
経
済
学
部
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
注
力
し
て
い
ま
す
が
、
学
生
向
け
に
「
卒

業
生
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
年
４
回
程
度
開

催
す
る
方
向
で
、
経
済
学
部
と
相
談
し
て
い

ま
す
。
将
来
は
単
位
が
認
め
ら
れ
る
寄
附
講

義
に
発
展
さ
せ
た
い
と
夢
を
描
い
て
い
ま
す
。

３
�
卒
業
生
に
対
す
る
企
画
と
し
て
、
東
京
駅

の
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
に
あ
る
埼
玉
大
学
東
京
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
て
講
演
会
の
開
催

を
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
講
師
は

学
部
の
先
生
方
を
は
じ
め
卒
業
生
を
考
え
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
内
容
の
話
が
聞
き
た
い
な

ど
の
ご
意
見
を
是
非
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

４
�
学
生
に
対
し
て
は
、
海
外
留
学
す
る
学
生

向
け
の
支
援
施
策
を
将
来
考
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
現
状
の
財
務
状

況
で
は
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
の
で
、
留
学

生
支
援
基
金
立
ち
上
げ
な
ど
を
今
後
の
課
題

と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
こ
れ
ら
の
企
画
を
実
現
す
る
た
め
に
、

財
務
状
況
の
改
善
・
強
化
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

終
身
会
費
を
ま
だ
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は

振
込
用
紙
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

会
費
の
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
８
月
４
日
に
北
ア
ル
プ
ス
燕
岳
で
亡

く
な
ら
れ
た
前
経
和
会
長
・
故
内
藤
勝
久
様

を
悼
み
、
こ
こ
に
追
悼
の
辞
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

内
藤
さ
ん
と
私
と
は
昭
和
４７
年
４
月
に
初

め
て
お
会
い
し
ま
し
た
。
当
時
の
住
友
海
上

火
災
保
険
に
入
社
し
た
私
た
ち
経
済
学
部
卒

の
３
人
に
埼
玉
大
学
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
々
が
開

い
て
く
れ
た
歓
迎
会
の
席
で
し
た
。
そ
れ
以

来
、
４０
年
以
上
に
亘
っ
て
大
学
の
先
輩
、
会

社
の
先
輩
と
し
て
公
私
に
わ
た
っ
て
面
倒
を

見
て
く
れ
た
心
の
温
か
い
兄
貴
の
よ
う
な
先

輩
で
し
た
。

前
会
長
は
常
に
熱
き
こ
こ
ろ
と
夢
を
も
っ

て
大
学
を
愛
し
、
会
社
を
愛
し
、
そ
し
て
山

を
愛
し
て
一
生
涯
を
尽
く
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
経
和
会
の
活
動
に
つ
い
て
も
平
成
６
年
、

当
時
の
田
中
一
盛
学
部
長
か
ら
卒
業
生
名
簿

発
行
の
要
請
を
受
け
、
一
時
途
絶
え
て
い
た

活
動
を
伊
藤
正
昭
元
会
長
と
と
も
に
働
き
か

け
を
行
っ
て
再
生
し
、
名
簿
の
発
行
、
会
報

の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
を
矢

継
ぎ
早
に
行
う
な
ど
今
日
の
礎
を
作
ら
れ
ま

し
た
。
平
成
１６
年
か
ら
３
年
間
、
伊
藤
会
長

の
あ
と
を
継
が
れ
会
長
と
し
て
経
和
会
の
組

織
強
化
を
行
い
、
私
た
ち
後
輩
を
引
っ
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
埼
玉
大
学
同
窓

会
連
合
会
長
と
し
て
も
ご
尽
力
さ
れ
、
同
窓

会
活
動
を
通
じ
て
大
学
の
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
内
藤
さ
ん
は
埼
玉
大
学
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
Ｏ
Ｂ
た
ち
と
荒
川
の
源
流

に
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
を
植
え
、
緑
の
ダ
ム
を

作
ろ
う
と
「
百
年
の
森
つ
く
り
の
会
」
を
立

ち
上
げ
山
火
事
で
荒
れ
た
秩
父
の
和
名
倉
山

に
植
林
を
始
め
ま
し
た
。「
自
分
の
世
代
だ
け

で
は
な
く
１
０
０
年
に
わ
た
っ
て
子
ど
も
た

ち
に
受
け
継
ぐ
植
林
活
動
を
行
う
ん
だ
」
と

の
熱
き
思
い
が
込
め
ら
れ
た
会
の
名
称
で
す
。

一
方
で
環
境
問
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
会
の
総
会
で
は
環
境
活
動
に
熱
心
な
方

を
招
き
、
私
た
ち
会
員
へ
の
環
境
教
育
を
行

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
人
、
宮
城
・

気
仙
沼
市
の
カ
キ
養
殖
漁
師
・
畠
山
重
篤
さ

ん
と
の
出
会
い
は
一
生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
森
は
海
の
恋
人
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

と
し
て
漁
師
が
森
に
木
を
植
え
る
こ
と
の
大

切
さ
を
実
践
し
て
い
る
方
で
す
。
出
会
い
の

翌
年
２
月
、
同
じ
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

Ｏ
Ｇ
で
あ
る
奥
様
の
千
世
子
様
共
々
、
気
仙

沼
の
畠
山
さ
ん
を
訪
れ
、
カ
キ
の
養
殖
筏
ま

で
行
き
、
カ
キ
の
え
さ
と
な
る
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
発
生
を
目
の
当
た
り
に
し
た
感
激
は
ひ

と
し
お
で
し
た
。

愛
す
る
山
で
生
涯
と
閉
じ
ら
れ
た
内
藤
さ

ん
に
は
日
本
百
名
山
踏
破
、
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ

ロ
登
頂
な
ど
ご
自
宅
の
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
よ

く
山
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
が
こ
れ
か

ら
聞
け
な
く
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
す
。

最
後
に
、
ど

う
ぞ
天
国
か
ら

経
和
会
活
動
を

お
守
り
く
だ
さ

い
。
ほ
ん
と
う

に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

合
掌

新
た
な
経
和
会
活
動
を
目
指
し
て

経
和
会
長

田
坂

敏
幸
（
昭
和
４７
年
卒
）

前前前前前前前前前前前前前前前前前前前
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
故故故故故故故故故故故故故故故故故
内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤藤
勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝
久久久久久久久久久久久久久久久久久久久
氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏氏
ををををををををををををををををををを
悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼悼
むむむむむむむむむむむむむむむむむむむ

経
和
会
長

田
坂

敏
幸

在りし日の内藤前会長（左）
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公務員 ５０
埼玉県庁 ７
�いたま市 ３
埼玉県内市役所１２
東京都 １
東京都特別区 ８
埼玉県警 ２
県庁（山形、福島、
栃木、千葉、神奈川）

５
地方市役所（埼玉・
東京を除く） ７
金融 ６２
りそなグループ ５
三菱東京UFJ
フィナンシャル ２

三井住友
フィナンシャル ２
日本郵政 ２
商工組合中央金庫

２
中央労働金庫 ２
地方金融機関 １５
SMBC日興証券 １
野村證券 １
あいおいニッセイ
同和損保 ３
三井住友海上
グループ ２
アメリカン
ファミリー生命 ２
日本生命 １

フコクしんらい生命
１

UCカード １
三井住友オート
サービス １
イオンクレジット
サービス １
オリックス １
製造業等
コベルコ建機 １
富士通エクサス １
プリマハム １
日本自動機工 １
三井精機工業 １
ニプロ １
住友林業 １

サービス
東日本旅客鉄道 ２
日本放送協会 １
豊田通商 １
日本紙パルプ商事

１
日清医療食品 １
シダックス １
ユニクロ １
キングレコード １
日本生活協同組合
連合会 １
大学入試センター

１
日本原子力研究開発
機構 １

さいたま商工会議所
１

船井総研 １
マイナビ １
スタジオアリス １
丸全昭和運輸 １
日本旅行 １
ベネッセスタイル
ケア １
会計事務所関係４
大学院進学 ８
埼玉大学、東京大学、
青山学院大学、拓殖
大学、大原専門学校
等

埼玉大学経済学部ゼミナール連合会
（ゼミ連）の代表を務めております眞
壁 凌平と申します。
昨年度のゼミ連の活動内容について
報告します。昨年度はこれまでの活動
とは角度を変え、就職活動支援企画に重点を置いた活動と
なりました。就職活動支援企画では経和会や就職支援課の
方に協力していただき、２つの企画を実施することができ
ました。１つ目に１０月から３ヶ月連続で開催した「全３回
就活セミナー」です。第１回セミナーは「良い就活、悪い
就活」をテーマにパネルディスカッション形式で行い、第
２回では「業界研究・企業研究」をテーマとし、社会構造・
産業構造・雇用構造の変化を解説した上で、経済学部生や
埼大生に相応しい企業例を紹介しました。そして「勝てる
面接」をテーマに行った第３回セミナーでは約８０名の学生
を巻き込む大きな企画となりました。また１月には三井住
友海上・埼玉りそな銀行の「OB･OG訪問」を開催し、学
生が社員の方に気軽に質問できる機会を設けました。この
他にも恒例となった「ゼミ紹介誌作成」や「卒業記念パー
ティ」も行うことができ、充実した活動を行えた１年とな
ったと一同感じております。今年度もゼミ連は経済学部の
ためになる多くの企画を実施する予定です。ゼミ連の活動
に興味のある方、特に１年生のご参加をお待ちしておりま
す。最後になりましたがこの場をお借りして、大変お世話
になりました田坂経和会長をはじめ多くの方々に御礼申し
上げます。

当日は秋晴れの好天に恵まれたむつめ祭の１日でした。札幌、
秋田など遠くの方を含め、全国から約５０名の保護者が参加され、
皆さん熱心に耳を傾けメモを取っておられました。
最近の就職状況（特に埼玉大学経済学部の就職状況）、就職
活動の流れ、保護者に期待されること、などについて説明が行
われた後、活発な質疑応答が行われました。予定の２時間を大
幅に超えて、午後５時近くまで続いたほどでした。さらに、２
年次の保護者も参加されるなど、就活が家族の大きな課題にな
っていることが伝わってきました。
保護者就職支援セミナーは国立大学では珍しい企画であり、
本学でも経済学部のみで開かれています。講師は経済学部OB
で、本学で就職相談を行っている就職カウンセラー３名が担当
しました。永年企業で採用や就職支援等に携わった経験が豊富
なOBです。
大木 雄生男（国民生活金融公庫OB）
田坂 敏幸（三井住友海上火災保険OB）
松崎 健（富士通OB）

平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２５５５５５５５５５５５５５５５５５５年年年年年年年年年年年年年年年年年年３３３３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月月月月卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒のののののののののののののののののの就就就就就就就就就就就就就就就就就就職職職職職職職職職職職職職職職職職職状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況
３月に卒業した２６８名の就職状況（２５年３月４日現在）は下記のとおりである。例年同様、公務員および
金融業界への就職率が高く、公務員５０名、金融６２名となっている。公務員では昨年０であった埼玉県庁が７
名と多くなったことが目を引く。Uターンが多く、地方の県庁、市役所に１４名が就職している。
一方、金融では全国ブランドの金融機関が少なく、地方金融機関へ１９名が決まっている。製造業では昨年、

食品や医薬品が増えたが今年は少なく、大手製造業は今年も少ない。大学および学部が目指している国際化
にかけ離れた就職の実態である。これは大学主催の企業説明会への経済学部生の参加が少ないとの指摘もあ
り、学生の業界選び、企業選びにも問題があるのではないか。学部および経和会がもう少し関与してもよい
かもしれない。
今年も公認会計士４名が合格している。

平成２５年３月卒 主な内定先リスト（平成２５年３月４日現在）

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

就就職職支支援援セセミミナナーー
経済学部３年次の保護者を対象とした就職支援
セミナーが経済学部で開催されました。（１１月２４日）

ゼミナール連合会開催

眞壁ゼミ連会長の挨拶

セミナー風景熱心に聴きメモを取る参加者

経和会報 第１６号3



埼玉大学全学留学生会主催の「埼大ワールドカップ」

（フットサル大会）が、平成２４年１１月１８日にレッズラ

ンドにおいて初めて開催されました。

この大会は、グローバルビジネスに必要な人的ネッ

トワークを構築することや、留学生と企業人との「人

と人のつながり」を構築することを目的として行われ

ました。

今回は、ベトナム、マレーシア、韓国、ネパール、

バングラデシュ、タイ、中国などから来ている留学生

約７０名、�タム
ロン、�オカモ
ト、岩崎電気�、
さいたまYEG、

埼玉りそな銀行

などの企業から

約４０名の総勢約

１１０名が参加しました。

優勝が岩崎電気�チ
ーム、２位がベトナム

留学生チーム、３位が

ネパール留学生チーム

とさいたまYEGチー

ムでした。

埼玉大学では、文部科学省の「グローバル人材育成

推進事業（特色型）」が採択されました。

グローバル人材育成推進事業は、国際的な産業競争

力の向上や国と国の絆の強化の基盤として、グローバ

ルな舞台に積極的に挑戦し活躍できる「人財」の育成

を図るため、大学教育のグローバル化を推進する取組

に対して重点的に財政支援されるものです。

埼玉大学では、この取組により、教養学部が先導的

取組学部となり、「学士課程における深い教養」、「実

践的な課題解決能力」、「グローバルに活躍できる資質」、

「多文化理解、日本理解を含む深い教養」を備えたグ

ローバル社会で活躍できる人材育成を目指していきま

す。

具体的には、英語スキル教育の強化、多文化理解科

目、日本理解科目の充実、単位取得を目指した２セメ

スター以上の海外留学、実践的な課題解決能力を備え

るための海外インターンシップなどを行うこととして

います。

埼玉大学では平成２１年の創立６０周年を記念して、公募により当時の教育学部学生がデザインしたマスコットキ

ャラクター「メリンちゃん」が誕生しました。

大学のカラー（ライトグリーン）を使い、才能が芽吹い

ていく新芽をイメージしました。

さらに昨年度、「メリンちゃん」の着ぐるみが作成され、

平成２４年８月２４日のオープンキャンパスで“デビュー”し

ました。

訪れた女子高生はもちろん男子高生も一緒に記念写真を

撮ったり握手したりするなど、「メリンちゃん」との交流

を楽しみました。

平平成成２２４４年年度度大大学学ニニュューースス

「埼大ワールドカップ」を開催しました

「メリンちゃん」の誕生と着ぐるみデビュー

グローバル人材育成推進事業（特色型）に採択されました
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

自
分
た
ち
が

で
き
る
こ
と
を
。

「
Re
�
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」

東
日
本
大
震
災
は
ま
だ
終

わ
ら
な
い
。
被
災
地
で
、
今

も
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
を
一
つ
紹
介
し
た

い
と
思
う
。
自
転
車
と
い
う

一
見
、
小
さ
な
も
の
か
ら
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ

て
い
る
。
大
き
な
こ
と
を
し

よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
小

さ
な
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
こ

と
が
大
事
な
の
だ
。

東
テ
ィ
モ
ー
ル
か
ら
届
い

た
一
通
の
メ
ー
ル
。「
現
地

の
学
生
の
通
学
手
段
と
し
て

ど
う
に
か
し
て
自
転
車
を
送

れ
な
い
か
な
？
」
こ
ん
な
メ

ー
ル
か
ら
私
た
ち
の
サ
ー
ク

ル
は
誕
生
し
ま
し
た
。
大
学

の
放
置
自
転
車
を
譲
り
受
け

自
分
ら
で
修
理
し
、
東
テ
ィ

モ
ー
ル
に
は
計
２
０
０
台
を

届
け
ま
し
た
。
東
日
本
大
震

災
の
直
後
に
は
「
自
分
た
ち

に
何
が
で
き
る
か
」
を
話
し

合
い
、
自
分
ら
の
強
み
で
も

あ
る
放
置
自
転
車
を
修
理
し

て
届
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

県
内
外
の
避
難
所
に
計
１
３

９
台
を
届
け
、
そ
の
後
も
現

地
訪
問
や
現
地
の
小
学
校
で

の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
な
ど
、
私
た
ち
の
モ
ッ

ト
ー
で
あ
る
「
与
え
る
で
終

わ
ら
な
い
つ
な
が
り
」
を
大

切
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
自
転
車
を
通

じ
た
出
会
い
と
つ
な
が
り
を

軸
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

第
二
回

サ
ー
ク
ル
紹
介

「
お
笑
い
サ
ー
ク
ル
無
印
」

お
笑
い
サ
ー
ク
ル
無
印
は

現
在
約
１５
名（
女
性
４
名
）ほ

ど
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
！

主
に
毎
月
開
か
れ
る
ラ
イ
ブ

を
中
心
に
ネ
タ
を
や
っ
て
い

て
、
そ
の
様
子
はY

ouTube

に
も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
依
頼
が
あ
れ
ば
イ
ベ
ン

ト
の
司
会
な
ど
も
や
っ
て
お

り
、
埼
大
の
ミ
ス
コ
ン
の
司

会
は
毎
年
無
印
の
メ
ン
バ
ー

が
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
！

Ｏ
Ｂ
に
は
プ
ロ

の
芸
人
に
な
っ
た
方
や
、
現

在
そ
れ
を
目
指
し
て
い
る
方

も
い
て
、
ゆ
る
い
雰
囲
気
な

が
ら
お
笑
い
に
対
し
て
真
剣

な
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

サ
ー
ク
ル
で
す
！

む
つ
め
祭

開
催
報
告

今
年
で
第
４
回
を
迎
え
る

ミ
ス
埼
大
コ
ン
テ
ス
ト
。
昨

年
に
続
き
、
浦
和
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ

Ｏ
と
コ
ラ
ボ
し
、
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
た
り
、
浦
和
で
行
わ

れ
る
二
七
の
市
の
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
、
そ
の
他
多
く
の

学
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、つ
い
にFacebook

の
い

い
ね
！

数
が
１
０
０
０
い

い
ね
！

を
超
え
た
。
こ
れ

は
他
の
大
学
の
ミ
ス
コ
ン
の

中
で
も
史
上
初
の
快
挙
で
あ

る
。
他
に
も2ch.

の
ま
と
め

サ
イ
ト
に
ま
と
め
ら
れ
る
な

ど
、
多
方
面
で
話
題
を
呼
ん

だ
。
当
日
も
多
く
の
観
客
が

集
ま
り
、
結
果
は
理
学
部
数

学
科
の
小
久
保
寛
子
さ
ん
が

ミ
ス
に
輝
い
た
。

チ
ュ
ラ
ロ
ー
ン

コ
ー
ン
大
学
訪
問

「
長
島
ゼ
ミ
」

昨
年
１２
月
に
経
済
学
部
の

長
島
ゼ
ミ
１６
名
が
タ
イ
の
チ

ュ
ラ
ロ
ー
ン
コ
ー
ン
大
学
を

訪
ね
た
。
現
地
の
学
生
を
前

に
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン
を
し
、

現
地
学
生
と
市
内
観
光
な
ど

を
行
い
、
交
流
を
深
め
た
。

慣
れ
な
い
英
語
で
の
生
活
と
、

現
地
学
生
と
の
知
識
の
差
を

実
感
し
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
が

足
り
な
い
と
い
う
こ
と
を
身

に
染
み
て
感
じ
た
。
し
か
し
、

言
葉
が
伝
わ
ら
な
い
な
が
ら

も
タ
イ
の
人
々
は
と
て
も
優

し
く
案
内
を
し
て
く
れ
た
。

タ
イ
で
で
き
た
友
人
と
の
つ

な
が
り
と
、
英
語
で
の
プ
レ

ゼ
ン
と
い
う
貴
重
な
経
験
は
、

ゼ
ミ
生
の
今
後
の
人
生
に
お

い
て
大
切
な
記
憶
と
な
る
だ

ろ
う
。

宮
城
県
山
元
町
に
輸
送
し
た
際
の
積
み

込
み
の
様
子
。

左
か
ら
、
経
済
学
部
経
営
学
科
４
年

高
橋
美
鈴
さ
ん
、
理
学
部
基
礎
化
学
科

１
年

松
永
は
る
な
さ
ん
、
教
育
学
部

家
政
専
修
２
年

松
島
加
林
さ
ん
、
経

済
学
部
１
年

吉
村
美
耶
さ
ん
、
理
学

部
数
学
科
３
年

小
久
保
寛
子
さ
ん
。

い
わ
き
市
久
ノ
浜
第
一
小
学
校
で
行
っ

た
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
に
て
、
自
転

車
発
電
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
点

灯
を
行
っ
た
。

福
島
県
四
倉
高
校
の
避
難
所
に
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
と
と
花
の
種
を
つ
け
た

自
転
車
を
届
け
た
。
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同
期
会
だ
よ
り

３９
年
卒
同
期
会

幹
事

増
田

巖

私
達
は
昭
和
３９
年
３
月
、
文
理
学
部
経
済

科
を
卒
業
し
た
６０
人
で
す
。
こ
の
う
ち
１０
人

が
浄
土
の
世
界
に
移
住
し
て
い
る
の
で
現
在

５０
人
で
す
。
年
齢
か
ら
み
て
移
住
者
が
多
い

と
感
じ
ま
す
が
、
高
度
成
長
期
を
戦
い
抜
い

た
企
業
戦
士
の
世
界

を
反
映
し
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
現

在
、
ほ
ぼ
仕
事
か
ら

リ
タ
イ
ヤ
ー
し
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
従

来
の
仕
事
上
の
付
き

合
い
や
、
町
内
、
自

治
会
等
の
し
が
ら
み

か
ら
、
な
か
な
か
抜

け
出
せ
な
い
人
も
い

る
よ
う
で
す
。

私
達
ク
ラ
ス
は
、
平
成
１４
年
以
来
、
毎
年

ク
ラ
ス
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
毎
年
１１

月
第
３
週
金
曜
日
午
後
」
と
決
め
て
お
り
、

昨
年
も
１１
月
１６
日
東
京
メ
ト
ロ
表
参
道
近
く

の
某
施
設
で
開
催
し
ま
し
た
。
私
達
の
年
齢

に
な
り
ま
す
と
、
本
人
の
体
調
不
良
や
親
の

介
護
で
参
加
出
来
な
い
人
も
多
く
、
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
、
昨
年
は
１５
人
の
出
席
に
止

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
今
後

の
こ
と
を
協
議
し
ま
し
た
が
、「
従
来
通
り

続
け
よ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
会
で
は
た
が
い
の
近
況
が
話
題
と
な

り
ま
す
が
、
殆
ど
が
通
院
し
て
い
る
の
で
病

気
の
話
は
極
力
避
け
る
こ
と
を
ル
ー
ル
と
し

て
い
ま
す
が
、
時
間
は
一
瞬
に
過
ぎ
て
し
ま

い
、
散
会
後
、
そ
れ
ぞ
れ
二
次
会
や
カ
ラ
オ

ケ
に
出
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
ク
ラ
ス
会

の
出
欠
に
合
わ
せ
て
各
自
か
ら
「
近
況
」
の

報
告
を
頂
い
て
お
り
、
都
合
が
悪
く
、
出
席

出
来
な
か
っ
た
方
に
も
「
近
況
報
告
」
通
信

を
作
成
し
て
送
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
ク
ラ
ス
会
に
は
自
宅
で
陶
芸
を
し

て
い
る
同
僚
が
、
出
席
者
全
員
に
「
ぐ
い
飲

み
」
を
製
作
し
て
贈
っ
て
頂
い
た
の
で
、
正

月
に
は
そ
れ
で
祝
杯
を
あ
げ
新
年
を
祝
い
ま

し
た
。

第
７
回

む
つ
め
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
報
告

む
つ
め
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
幹
事

大
崎

鼎

平
成
２４
年
１１
月
２１
日
、
大
宮
国
際
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
第
７
回
む
つ
め
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
が
開
催
さ
れ
、
６１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ペ
は
、
学
部
や
年
代
を
越
え
て
幅

広
く
埼
大
の
卒
業
生
が
集
い
、
親
睦
と
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
、
以
前
は

ほ
ぼ
ゼ
ロ
だ
っ
た
教
育
学
部
の
卒
業
生
が
、

今
回
は
１４
名
も
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
他
は
、

旧
文
理
学
部
経
済
学
科
１３
名
、
経
済
１７
名
、

教
養
６
名
、
工
学
８
名
、
理
工
学
部
３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

優
勝
は
む
つ
め
ゴ
ル
フ
会
会
長
の
大
西
利

樹
さ
ん
（
工
学
部
Ｓ
４２
卒
）。
最
高
齢
は
７６
歳

の
北
川
忠
さ
ん
（
教
育
Ｓ
３４
卒
）。
女
性
ゴ
ル

フ
ァ
ー
は
田
島
幸
子
さ
ん
（
Ｓ
４３
教
育
卒
）

の
一
名
の
み
で
、

今
後
の
女
性
の

奮
起
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

次
回
の
第
８

回
む
つ
め
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
は
、

平
成
２５
年
１０
月

２３
日
�
に
大
宮

国
際
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
で
開

催
予
定
で
す
。

参
加
希
望
者
は

事
務
局
（
０
４

８
―
８
５
８
―

９
２
１
８
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

以
下
、
経
済
学
部
卒
の
参
加
者（
敬
称
略
）

松
村
雄
（
Ｓ
３８
文
理
）、
鎌
田
勝
男
・
北
村

晃
一
・
木
暮
裕
児
・
小
林
勲
・
高
橋
達
夫
・

西
ヶ
谷
浩
正
・
沼
野
芳
夫（
以
上
Ｓ
４２
文
理
）、

入
野
勝
見
・
久
保
田
尚
武
・
永
井
孝
一
（
Ｓ

４３
文
理
）、
星
野
幸
彦
（
Ｓ
４４
）、
石
田
肇
・

大
崎
鼎
・
太
田
博
・
佐
渡
晋
一
郎
・
竹
内
洋
・

田
中
賢
二
・
萩
野
弘
二
・
細
越
博
資
（
以
上

Ｓ
４５
）、
杵
鞭
弘
恭
（
Ｓ
４６
）、
鈴
木
均
（
Ｓ

４７
）、
古
賀
行
雄
・
小
林
千
秋
・
松
崎
正
代
・

若
杉
順
一
（
Ｓ
４８
）、
手
嶋
毅
・
三
村
典
秋

（
Ｓ
５７
）

経
済
科
学
研
究
科
の
大
学
院
生
も
私

た
ち
経
和
会
の
会
員
で
す
が
、
今
ま
で

院
生
Ｏ
Ｂ
の
交
流
会
を
単
独
で
開
催
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
般
、

院
生
Ｏ
Ｂ
の
蘒
原
康
雄
さ
ん
、
福
島
昇

さ
ん
、
石
川
忠
義
さ
ん
の
３
名
が
準
備

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
あ
ま
り
横
の
つ

な
が
り
の
な
い
院
生
Ｏ
Ｂ
に
呼
び
か
け

た
も
の
で
す
。

会
に
は
約
３０
名
の
Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
ま

し
た
。
薄
井
経
済
学
部
長
の
挨
拶
に
引

き
続
き
、前
学
部
長
の
伊
藤
修
教
授（
当

時
�
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
上

席
客
員
研
究
員
）
に
よ
る
「
バ
ブ
ル
後

日
本
の
金
融
危
機
と
金
融
政
策
」
と
題

し
た
ご
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
の

方
も
大
学
院
時
代
に
戻
っ
て
真
剣
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
は
懇
親
会
に
移
り
、

ひ
と
時
を
楽
し
く
過
ご
し
、
最
後
は
田

坂
経
和
会
長
の
締
め
で
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
次
回
も
ぜ

ひ
開
催
し
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
が
携
わ
っ

て
い
る
専
門
領
域

で
の
情
報
共
有
、

交
流
を
図
り
た
い

と
の
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。

経経経経経経経経経経経経経経
済済済済済済済済済済済済済済
学学学学学学学学学学学学学学
部部部部部部部部部部部部部部
のののののののののののののの
大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学
院院院院院院院院院院院院院院
・・・・・・・・・・・・・・
経経経経経経経経経経経経経経
済済済済済済済済済済済済済済
科科科科科科科科科科科科科科
学学学学学学学学学学学学学学

研研研研研研研研研研研研研研
究究究究究究究究究究究究究究
科科科科科科科科科科科科科科
のののののののののののののの
ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ
ＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢ
交交交交交交交交交交交交交交
流流流流流流流流流流流流流流
会会会会会会会会会会会会会会
がががががががががががががが
都都都都都都都都都都都都都都
内内内内内内内内内内内内内内
でででででででででででででで

開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催
ささささささささささささささ
れれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままま
しししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたた
。。。。。。。。。。。。。。（（（（（（（（（（（（
１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２
月月月月月月月月月月月月
２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
日日日日日日日日日日日日
））））））））））））

３
月
末
で
定
年
退
職
等
で
大
学
を
去
ら
れ
た
先
生

方
で
す
。
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

教
授
�
手
島
俊
一
郎
先
生

経
済
政
策
論

教
授
�
箕
輪

徳
二
先
生

経
営
財
務
論

教
授
�
相
澤

幸
悦
先
生

現
代
金
融
シ
ス
テ
ム
論
、
現
代
資
本
主
義
論

伊藤 修教授
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経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

星
野

幸
彦

昭
和
４４
年
卒
業

生
涯
現
役
で
「
本
物
」
志
向

４
年
前
の
６
月
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
卒
業

し
（
古
河
電
工
）、
現
在
は
仲
間
と
経
営
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
を
設
立
し
生
涯
現
役
を
目
指
し
主

に
中
小
企
業
の
指
導
と
社
会
貢
献
に
勤
し
ん
で
お

り
ま
す
。

商
売
柄
、
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
経
営
者
と

交
流
し
ま
す
が
、
成
功
さ
れ
て
い
る
方
に
共
通
し

て
い
る
の
は
、
非
常
に
勉
強
熱
心
で
懐
が
深
く
、

そ
の
奥
に
し
っ
か
り
と
し
た
芯
を
有
し
、
お
会
い

す
る
と
「
何
か
気
付
き
や
刺
激
」
を
与
え
て
も
ら

え
た
り
、
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

埼
大
時
代
は
麻
雀
と
囲
碁
に
切
磋
琢
磨
し
勉
強

は
ほ
と
ん
ど
せ
ず
に
、
単
位
が
足
り
ず
、
卒
業
ま

え
に
先
生
に
就
職
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
何
と
か

卒
業
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
頼
み
に
行

っ
た
記
憶
が
あ
り
、

当
時
の
こ
と
を
思
い

出
す
と
汗
顔
の
至
り

極
ま
り
な
い
気
持
ち

で
す
。
今
思
う
と
寛

容
で
人
情
味
が
あ
っ

た
埼
大
に
は
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
が
、
一
方
、
も
っ
と
何
故
勉
強
し
て
お
か
な

か
っ
た
か
と
？
悔
い
て
反
省
し
て
い
ま
す
。

先
日
、
千
葉
大
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

で
建
築
家
の
安
藤
忠
雄
先
生
が
学
生
に
「
大
志
を

持
っ
て
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
早
く
親
か
ら
自
立
し
て

本
物
に
果
敢
に
挑
戦
せ
よ
！
」
と
声
を
大
に
し
て

叫
ば
れ
ま
し
た
。
振
り
返
り
ま
す
と
、
今
ま
で
に

政
財
界
の
高
名
な
方
、
企
業
の
幹
部
の
方
々
と
の

交
流
で
こ
れ
は
「
本
物
」
だ
！
と
感
じ
た
時
は
そ

の
人
の
「
オ
ー
ラ
」「
人
間
力
」
を
感
受
し
た
と

き
で
し
た
。
安
藤
先
生
の
「
本
物
」
と
は
周
り
を

意
識
せ
ず
に
、
自
分
の
理
想
、
や
り
た
い
こ
と
に

向
か
っ
て
勉
強
・
努
力
し
て
い
け
ば
「
オ
ー
ラ
」

「
人
間
力
」
が
自
然
に
培
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
因
み
に
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
や
突
出
し
て
成
功
し
て
い
る
経
営
者
に
は
、

本
物
が
多
い
よ
う
で
す
。

安
藤
先
生
は
勿
論
で
す
が
、
私
が
名
古
屋
時
代

に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
囲
碁
の
「
羽
根
直
樹
」
先

生
も
そ
の
一
人
で
す
。
４
年
前
に
先
生
が
本
因
坊

を
取
得
し
た
の
を
機
に
先
生
を
応
援
す
る
会
「
翔

の
会
」
を
東
京
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
現
在
は
８０

名
余
り
の
会
員
が
集
ま
り
先
生
と
の
交
流
を
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。
先
生
の
棋
力
（
平
成
四
天
王
の

一
人
）
は
勿
論
、
人
柄
、
棋
風
、
ま
さ
に
「
人
間

力
」
に
魅
力
を
感
じ
会
員
の
多
く
が
「
本
物
」
を

享
受
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
、
幸
い
に
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
現
場
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
埼
大
の
先
輩
後
輩
方
に
出
会
い
ま
す
。

数
多
く
の
諸
先
輩
に
お
会
い
し
て
そ
の
問
題
意
識

の
持
ち
方
、
気
付
き
、
等
「
本
物
」
に
少
し
で
も

近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
て
更
な
る
人
脈
を
築
い
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

Ｈ
２５
年
４
月

恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩
師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師師
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののののののののの
便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

想
い
出
と
近
況

名
誉
教
授

井
上

清

経
済
学
部
で
は
会
計
学
に
関
す
る

科
目
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
が

（
昭
４３
・
４
〜
平
０７
・
３
）、
懐
か
し

く
想
い
出
さ
れ
る
の
は
、
２０
年
間
連

続
皆
勤
し
た
ゼ
ミ
の
ス
キ
ー
合
宿
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

当
初
は
現
役
中
心
の
合
宿
で
し
た

が
、
い
つ
の
間
に
か
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が

加
わ
り
、
そ
こ
で
の
体
験
が
世
代
を

超
え
る
絆
と
な
っ
て
以
仁
会
と
い
う

ゼ
ミ
出
身
者
に
よ
る
組
織
を
生
む
ま

で
に
な
り
ま
し
た
（
昭
５６
）。

会
の
名
に
因
ん
で
Ｊ
Ｉ
Ｎ
‐
Ｎ
Ｅ

Ｔ
と
呼
ぶ
Ｍ
Ｌ
の
開
設（
平
０６
）、
Ｈ

Ｐ
の
開
示（
平
１０
）な
ど
、
会
は
組
織

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
な
が
ら
足
元

を
固
め
、
昨
秋
に
開
か
れ
た
隔
年
定

期
オ
フ
総
会
で
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

へ
の
試
験
的
登
録
を
決
め
て
い
ま
す
。

在
職
中
、
Ｐ
Ｃ
と
並
ん
で
広
く
学

生
の
間
で
流
行
っ
た
の
が
車
の
免
許

の
取
得
で
し
た
。
講
義
の
合
間
に
、

自
分
の
は
二
種
免
だ
か
ら
タ
ク
シ
ー

で
も
運
転
出
来
る
ゾ
と
威
張
っ
た
と

こ
ろ
「
先
生
っ
て
そ
ん
な
に
不
安
定

な
職
業
で
す
か
」
と
真
顔
の
反
応
が

返
っ
て
き
て
、
面
食
ら
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

時
は
流
れ
、
そ
ん
な
免
許
も
更
新

時
に
高
齢
者
講
習
・
予
備
検
査
を
受

け
る
歳
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
末
、

会
場
で
検
査
用
紙
に
向
う
と
、
経
済

学
部
で
の
愉
快
な
体
験
が
鮮
や
か
に

甦
っ
て
き
ま
し
た
。
お
蔭
で
結
果
は

マ
イ
ナ
ス
２
・
８
４
２
点
。
激
動
の

時
代
に
躍
進
す
る
経
済
学
部
へ
、
万

を
超
す
卒
業
生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

も
う
暫
く
声
援
を
送
れ
れ
ば
と
願
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。

＊
こ
の
検
査
で
は
＋
３６
点
以
上
が
赤

点
で
す
。

私
の
交
流
録

スイスにて
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「
チ
ュ
ー
タ
ー
や

っ
て
く
れ
な
い
か
」

ゼ
ミ
に
入
っ
た
大
学

３
年
生
の
時
に
貝
山

先
生
か
ら
こ
う
依
頼

さ
れ
た
。「
チ
ュ
ー
タ

ー
」
と
は
、
埼
玉
大

学
の
留
学
生
に
対
し

て
授
業
を
選
択
す
る

際
な
ど
学
生
生
活
全

般
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
先
輩
学
生
の
こ
と
で
、

相
手
は
、
中
国
か
ら
の
女
性
留
学
生
で
あ
っ
た
。

私
の
中
国
語
会
話
レ
ベ
ル
は
た
ど
た
ど
し
い
も
の

な
の
で
申
し
訳
な
く
も
思
っ
た
が
、先
生
か
ら「
い

い
か
ら
引
き
受
け
な
さ
い
。
大
丈
夫
。」
と
や
さ

し
く
も
確
固
と
し
た
返
答
を
受
け
、
お
引
受
け
し

た
次
第
で
あ
る
。

受
け
た
か
ら
に
は
、
自
分
に
で
き
る
精
一
杯
の

こ
と
を
誠
意
を
持
っ
て
や
ろ
う
と
思
い
、
彼
女
か

ら
相
談
や
悩
み
を
聞
い
た
り
、
経
済
・
会
計
学
に

つ
い
て
議
論
し
た
り
、
彼
女
の
生
活
面
で
の
手
伝

い
と
か
い
ろ
い
ろ
と
楽
し
く
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。

ま
た
、
大
学
行
事
の
一
環
で
先
生
方
、
日
本
人
学

生
や
留
学
生
と
会
津
や
銚
子
に
視
察
旅
行
に
も
行

き
、
交
流
を
深
め
た
り
も
し
た
。
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク

ル
活
動
等
を
通
じ
て
多
く
の
留
学
生
と
知
り
合
う

こ
と
が
で
き
た
。

チ
ュ
ー
タ
ー
を
し
た
彼
女
と
は
互
い
の
卒
業
後

も
現
在
に
至
る
ま
で
親
交
が
続
い
て
い
る
。
彼
女

は
今
も
県
内
で
暮
ら
し
、
い
く
つ
か
の
会
社
で
キ

ャ
リ
ア
を
重
ね
な
が
ら
、
現
在
は
外
資
系
の
某
会

社
で
総
務
経
理
部
門
で
働
い
て
い
る
。
何
年
か
前

に
は
自
己
啓
発
の
た
め
に
通
信
教
育
で
ア
メ
リ
カ

の
公
認
会
計
士
の
資
格
を
と
っ
た
と
の
こ
と
。
会

う
と
刺
激
を
受
け
る
存
在
で
あ
る
。

一
方
、
自
分
は
大
学
卒
業
後
埼
玉
県
庁
で
行
政

職
員
と
し
て
様
々
な
分
野
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き

た
。
現
在
は
、
埼
玉
県
の
重
要
政
策
の
一
つ
で
あ

る
発
達
障
害
児
者
支
援
施
策
な
ど
に
携
わ
る
日
々

を
送
っ
て
い
る
。

就
業
形
態
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、
仕
事
や
余
暇

活
動
な
ど
生
活
の
す
べ
て
は
人
社
会
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
の
で
、
良
き
師
、
良
き
同
僚
、
良

き
友
な
ど
人
間
関
係
に
恵
ま
れ
れ
ば
、
よ
り
良
い

仕
事
や
充
実
し
た
生
活
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
。
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
た
の
が
、
ノ
ミ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
含
め
た
ゼ
ミ
活
動
で
あ
り
、
サ
ー
ク

ル
活
動
で
あ
っ
た
。

埼
玉
大
学
経
済
学
部
の
卒
業
生
は
他
大
学
に
比

べ
て
少
な
い
が
、
そ
れ
故
に
、
折
角
出
会
っ
た
同

窓
生
と
の
交
流
は
、
こ
れ
か
ら
先
も
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
う
。
中
に
は
た
ま
し
か
会
わ
な
い
友
人

も
い
る
し
、
暫
く
音
信
不
通
の
友
人
も
い
る
。
こ

の
湧
き
あ
が
っ
た
思
い
が
冷
め
な
い
う
ち
に
、
少

し
で
も
交
流
を
広
げ
て
み
よ
う
と
思
う
。

経
済
学
部
に
所
属
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
や

や
異
色
で
、
政
治
学
や
選
挙
研
究
を
専
門
に
し
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ス
・
コ
ミ
と
共
同
で

仕
事
を
す
る
こ
と
が
多
く
、
世
論
調
査
や
選
挙
予

測
な
ど
に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
学
会
関
係
で
は
、

学
外
の
研
究
組
織
と
し
て
「
サ
ー
ベ
イ
・
メ
ソ
ド

ロ
ジ
ー
研
究
会
」
や
「
選
挙
調
査
研
究
会
」
を
立

ち
上
げ
、
研
究
大
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
０
０
９
年
に
は
「
埼

玉
大
学
社
会
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）」

を
設
立
し
ま
し
た
。

社
会
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
調
査
方
法
の

研
究
開
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
さ
い
た
ま
市

民
を
対
象
と
す
る
定
例
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
調
査
を
毎

年
実
施
し
、
高
い
回
収
率
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、

埼
玉
県
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
自
治
体
か
ら
調

査
の
委
託
を
受
け
、
結
果
の
解
析
に
基
づ
く
政
策

提
言
（
研
究
機
関
誌
『
政
策
と
調
査
』
の
発
行
）

を
行
な
う
な
ど
、
さ
さ
や
か
な
社
会
貢
献
活
動
も

展
開
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
政
府
や
自
治
体
の
仕
事
を
頼
ま
れ

る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
度
に

は
、
総
務
省
の
「
選
挙
の
啓
発
の
あ
り
方
等
研
究

会
」
の
委
員
や
内
閣
官
房
国
家
戦
略
室
の
「
原
発

の
国
民
的
議
論
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
の
メ
ン

バ
ー
な
ど
を
務
め
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
７
月
に
は
、
参
議
院
選
挙
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
み

な
さ
ま
の
お
目
に
掛
か
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ど
う
ぞ
ご
笑
覧
く
だ
さ
い
。

今
回
は
現
役
学
生
、

卒
業
生
及
び
教
授
陣
の

関
連
記
事
等
新
旧
、
年

齢
層
も
幅
広
く
取
り
上

げ
た
つ
も
り
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
部

に
過
ぎ
ず
、
皆
様
も
日
頃
、
同
期

の
友
人
と
親
交
を
温
め
て
い
る
か

と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
出
来
る
だ
け
新

た
な
方
に
登
場
し
て
頂
き
た
い
の

で
、
お
気
軽
に
情
報
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

編
集

後
記

学
生
時
代
か
ら
の
交
流

平
成
３
年
卒
業

貝
山
ゼ
ミ（
公
共
経
済
学
）

埼
玉
県
庁

高
橋

秀
幸

遠藤 那壽「厚生年金基金制度―その過去、
現在と今後の在り方―」

伊藤みなみ「葬儀マーケティングとイオン
―葬儀の在り方をめぐって―」

工藤 駿「信用保証制度に指摘される
問題点の分析」

若杉 和枝「障害者雇用形態に関する考察」

最優秀論文

優 秀 論 文

２４年度

優秀演習
論文表彰

活活
躍躍
すす
るる
教教
授授
紹紹
介介

松
本

正
生
（
ま
つ
も
と

ま
さ
お
）

松本 正生
（まつもと まさお）

埼玉大学経済学部教授、
同社会調査研究センター長。
政治学博士。
日本世論調査会顧問、�
明るい選挙推進協会理事、
彩の国ＮＰＯ・大学ネット
ワーク代表など。
主な著書は『世論調査と
政党支持』、『政治意識図説』、
『世論調査のゆくえ』など。
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